
  

 

 

 

 

 

言葉を育む体験と対話を大切に 

校長 南川 貴子 

校庭の若葉が、いつしか濃い緑へと変化し、季節は春から初夏へと移り変わっています。日中は暑くても、朝晩は涼しさがで

るなど、気温差が激しい時期でもあります。先日の参観では、新しい学級での様子を見ていただきました。子どもたちも少しず

つ、日々のリズムがつきつつあります。ですが 5月は連休などで、せっかくついてきた生活リズムが狂いがちになります。楽し

い反面、疲れが出て体調を崩しやすくなる時期でもあります。GW の間も体調管理に気を付けて、お過ごしいただきますよう、

よろしくお願いいたします。GW明け、元気に登校してくださいね。 

 

よろしくね集会 

入学した 1 年生を迎える「よろしくね集会」を行いました。新しい児童会役員が中心

となり、企画、運営を行いました。アーチをくぐる1年生は、6年生に手をつないでもら

い、恥ずかしそうに、嬉しそうにしていました。各学年からは、クイズをしたり、寸劇を

したり、プレゼントを渡したりしました。最後に、1 年生がお礼の言葉を言いました。一

生懸命に言葉を言う 1 年生を、温かいまなざしで見守る皆さんの姿が、とてもほほえ

ましかったです。 

 

 

 

潮小学校を誇れる学校に  ～３つの「あ」～ 

潮小学校では、これまでも、生活目標に３つのあ「あいさつ あつまり あとしまつ」を掲げて取り組んできました。コロナ禍が

あけて以降、全校児童が集まる集会や朝会が復活し、月に 1 度は全校児童が集うことが日常になりました。ところがです。久し

ぶりに全校児童が集まると、時間を過ぎてもだらだらと集まる、集まってもいつまでも話している、という状況が生まれていま

した。全校児童が集まる時だけではなく、学年で集まるときも同じような状況でした。「何のために」集まるのか、「何のために」

時間を守ったり、静かに待つことが大切なのか、ということを意識できておらず、コロナ禍で失われた大きなものがあると感じ

ました。 

そこで改めて、全校児童が集まる機会を大切にし、集団で行動するときに一人ひとりが何を意識しなければならないか、一

つ一つ確認しながら取り組んできました。また、子どもたちにも朝会や避難訓練で全校児童が集まるのは、万が一災害が起き

たときの練習であり、命を守るためにとても大切なことだという話をしました。一人ひとりの意識が変わると、行動が変わります。

この始業式は良いスタートが切れました。 

４月の朝会で、あいさつ・あつまり・あとしまつの話をした後、いつも以上に元気に挨拶する子が増えました。先日、学校に来

たお客様が、みんなが元気に挨拶をしてくれて、気持ちがいいですね。とほめてくださりました。そして、あつまりに関しても、

時間を守るということだけでなく、廊下などを静かに移動しようという気持ちが生まれてきました。あとしまつについても、もく

もく掃除、靴やスリッパをそろえるなど、意識して行動を変えていきましょう。自分だけではない、みんなのために、という思い

をもって取り組めるようにしていきたいです。 

体験と言葉の発達 

私たちは言葉を使って、学習し、気持ちを伝達しています。簡単に情報が手に入るようになり、難しい言葉を知っている子も

いますが、本当の意味で豊かな言葉を獲得するためには、経験したことを伝えたり、気持ちをやり取りしたりする関わりが必要

です。例えば、私たちは「いちご」という文字を見たときに、「いちごは赤くて、甘い」「ケーキにのっている」「強く握るとつぶれて

しまう」「おじいさんの家からいつももらう」など、それぞれの経験に基づいた情報がたくさん思い出されるでしょう。ですが、そ

ういった経験がない場合は、ただ単に「いちご」を知っているということでしかありません。特に小学校の子どもたちにとっては、

様々な体験をすることが大切です。体験を通じて、五感で感じたことを言語化し、生きた言葉として習得していきます。何か特

別な体験をする必要はありません。普段の生活の中で感じたことを話したり、お手伝いしたりするなどを一緒にして、感想や感

謝を伝えあうことで言葉や情操は豊かになっていきます。忙しい毎日の中で、ゆっくり話す時間もなかなかとれないかもしれ

ませんが、ぜひ一緒に体験し、対話していただけたらと思います。「お皿洗いをしたら、つるつる手が滑って大変だったな。」「洗

剤をつけすぎたら泡がなかなか消えなかったな。」「ありがとうって言ってもらったらうれしかったな。」など、大人にとっては何

気ないことも、子どもにとっては新たな発見につながるのです。 

学校でも学年に応じ、体験的な学習と対話を大切にしていきます。少し長めの休みがあるゴールデンウィークに、ご家庭でも

機会あるごとにたくさんの経験を積ませてあげてください。 

 

≪スーパーボランティアについて≫ 

子どもたちの学習の手助けをしていただくスーパーボランティアへのご協力を今年度もどうぞよろしくお願いします。 

昨年度も、登校見守り、プールの見守り、校外学習の付き添い、図書ボラティアの読み聞かせなど、たくさんご協力いただ

きありがとうございました。保護者の方のお時間があるときで構いませんし、おじいさんやおばあさんでも構いません。子ど

もたちの学習のお手伝いとして、学校に来ていただくことで、子どもたちにとっても貴重な経験ができ、また本校の取り組み

も知っていただくことができると思います。ぜひ、スーパーボランティアへのご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校からのお願い≫ 

遅刻・早退などの場合は送り迎えをお願いします。 

忘れ物等を届ける等で学校に来られる際は、まず職員室にお越しください。 

 

≪職員紹介（5月～）≫  

・スクールカウンセラー                                       ・スクールソーシャルワーカー 

  則定 百合子先生 月1回 第2金曜日 予約が必要です。        田中 真由子先生 月２～3回 月曜日 

  

      

 

  

 

学校だより ５月号                    令和７年（２０２５年）５月１日 

                                   

 

 

 

尼崎市立 潮 小学校                                                                                                                                                

５月 １日（木）１年 ５校時開始 

７日（水）朝会 委員会 月曜校時 

    ８日（木）５年 自然学校説明会 

代表委員会 

  １３日（火）２年 ５校時終了後下校 

   １４日（水）１年・４年 心臓検診  

 １５日（木）はじめましての会 

  １６日（金）短縮校時 

 １９日（月）クラブ 尿検査 

  ２０日（火）引き渡し訓練 尿検査 

  ２３日（金）短縮校時 

  ２７日（火）６年 議会見学（午前） 

  ２８日（水）短縮校時 

  ３０日（金）地区別一斉下校  

  ３１日（土）創立記念日 

 

   
うしおのよい子 

行事予定 


